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入学・進学おめでとうございます。 

 生徒の皆さんの入学・進級を祝うように桜の花が満開で迎えてくれました。始業式、入学式に臨

む生徒たちは、期待と不安の表情を浮かべながらも、今年１年を実りあるものにしようと希望に満

ち溢れていました。温かな関わりの中で充実した学校生活が送れるよう、職員一同、努めてまいり

ます。保護者の皆様、1 年間よろしくお願いいたします。 
 
 
 

学校だより「希望の光」 
 子供たちは、これからの未来を担う「希望の光」だと思います。学校便りのタイトルは、校歌の歌

詞にある「希望の光 輝ける」から『希望の光』と付けました。子供たちが「希望の光」を見つけ、

輝かせていけるよう教職員一同全力で支えていきます。また、家庭と地域、教職員が協力し、子供た

ちの「希望の光」を一緒に育てていきたいとも思います。本校には、全国的にも珍しい天文台が設置

され、天体観測が定期的に行われています。保護者や地域の皆様も、時には夜空を眺め、「希望の光」

を一緒に観察しませんか？ 

 

「令和６年度 富士市立鷹岡中学校 入学式」 

  ４月５日(金)、多くのご来賓と保護者の皆様のご列席のもとで、令和６年度の入学式を無事行う

ことができました。関係者の皆様にお礼申し上げます。 

 新入生の姿は初々しく、これからの学校生活に期待していることを感じました。また、真剣に式

に臨み、呼名に答える姿からは、これからの鷹岡中学校をさらによい方向へ高めてくれるだろうと

いう期待感が大きくなりました。 

 

校長 式辞 新入生に向けてのメッセージの一部を抜粋してご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望の光 

                   ― 略 ― 

 これからの皆さんには、予測不能な社会に対応するための力を付けることも求められていま

す。ご存知の通り、今まさに、異常気象や争い事など、日本だけではなく世界中で予測できな

かった事態に直面しています。「ロミオとジュリエット」「ハムレット」「ヴェニスの商人」な

どで知られる、イギリスのルネサンス演劇を代表する劇作家、ウィリアム・シェイクスピアの

言葉に「険しい丘に登るためには、最初にゆっくり歩くことが必要である。」があります。こ

の言葉は一気に大きな壁を乗り越えることは難しいけれど、始めから諦めてしまうのではな

く、一歩一歩、自分のペースで少しずつ積み重ねていくことが大事だということを示している

と思います。皆さんがそれぞれの夢や希望に向けて、これからも続いていく予測困難な時代

に、みんなで一緒に立ち向かい、克服していくことを強く願っています。 

                   ― 略 ― 



令和６年度 始業式 校長式辞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈4月の予定〉 〔４月・5月〕 部活終了１６：３０  完全下校１６：４５ 
                   

9（火）身体測定（１、３年） 

10（水）身体測定（２年） 通学区生徒会・避難訓練 

11（木）生徒大会 部活動スタートミーティング 

     PTA 本部役員会 18:30 

12（金）１年生部活動見学① PTA 総会（紙面開催） 

15（月）眼科検診 知能検査（1 年） 専門委員会 

16（火）学級生徒会 １年生部活動仮入部① 

18（木）全国学力・学習状況調査（３年） 

     1 年生部活動仮入部② 

19（金）1 年生部活動仮入部③ ＰＴＡ専門部会 

22（月）二者面談 ～25（木） 

24（水）歯科検診 

26（金）１年生部活動本入部 

30（火）尿検査 内科検診（３年、８組、９組） 

 

                   ― 略 ― 

 先ほどの新任式で、新しい先生方をお迎えして、１年が始まりました。みなさんも今日から

は、新しい教室、新しい仲間、新しい教科書、新しい担任の先生方との学校生活が始まりま

す。                 ― 略 ― 

 今年度の本校の重点目標は「自ら学び、語り合う」です。この目標に向かって、昨年度とは

違う一回りも二回りも大きくなった自分、学年、そして学校を創っていこうという気持ちを強

く持って、自分達でどんどん深く学び、お互いに意見や考えを出し合い、語り合って欲しいと

思います。そして、自分達だから出来ること、自分達だからできる方法をみんなで考え、後輩

に尊敬される先輩、先輩に憧れる後輩という伝統を繋ぎながらも、新しい鷹岡中をみんなで創

っていって欲しいと思います。 

戦後間もない 1949 年、日本初のノーベル賞を受賞し、多くの人々に希望を与えた物理学者

の湯川秀樹氏は「一日生きることは、一歩進むことでありたい」と言っています。夢や目標に

向かって、日々、考えながら、一歩一歩、積み重ねていきましょう。 

彼のように、皆さんの夢や希望が世界に広がっていってくれることを願い、前期始業式の式辞

とします。 


